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彦根

制作　オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )12

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

 「
て
だ
の
ふ
あ
」
多
賀
町
産
の
ス
ギ
使
用

ものづくり ＴＥＣＨ 2023
 湖北中心 26 社が技術披露

フジテックで配送ロボット
 エレベーター使い書類お届け

千
手
千
足
観
音
、
東
京
に
お
出
ま
し

　
正
妙
寺
、
江
戸
時
代
の
作

　

首
都
圏
で
長
浜
市
の
観
音
文
化

を
発
信
す
る
「
東
京
長
浜
観
音
堂
」

（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
）
の
第

４
期
展
示
に
正
妙
寺
（
同
市
高
月

町
西
野
）
蔵
の
千
手
千
足
観
音
立

像
の
出
陳
が
決
ま
っ
た
。

　

千
手
千
足
観
音
立
像
は
江
戸
時

代
の
作
で
、
像
高
42
・
１
㌢
。
か

つ
て
同
寺
に
あ
っ
た
千
足
観
音
像

が
戦
火
に
遭
っ
た
後
、
江
戸
期
に

復
興
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
天
台
宗
系
図
像
集

「
阿
娑
縛
抄
」「
白
宝
抄
」
に
「
千

足
観
音
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の

「
手
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
文

化
財
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
「
扶
桑
工
業
」
の
医
療

ロ
ボ
ッ
ト
部
品
や
「
シ
ガ
ウ
ッ
ド
」

の
び
わ
湖
材
な
ど
が
並
ん
だ
。
ま

た
、
今
年
お
も
ち
ゃ
大
賞
に
選
ば

れ
た
「
浅
尾
」
の
木
製
ブ
ロ
ッ
ク

「
ズ
レ
ン
ガm

ini

」
の
体
験
ブ

ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

デ
ッ
キ
に
は
、
多
賀
町
産
の
ス

ギ
材
を
使
用
。
10
月
上
旬
に
ク
ラ

ブ
会
員
と
ス
ク
ー
ル
生
徒
が
力
を

合
わ
せ
、
木
材
塗
装
、
く
ぎ
打
ち

な
ど
を
徐
々
に
進
め
た
。
同
28
日

に
楽
器
演
奏
や
模
擬
店
を
楽
し
む

「
て
だ
の
ふ
あ
祭
」
が
開
か
れ
、

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
贈
呈
式
も
あ
っ

た
。
山
下
代
表
は
「
念
願
か
な
い

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
渡
辺
会
長
は
「
子
ど
も
た

ち
を
支
え
て
い
き
た
い
」
と
応
え

て
い
た
。

　
　

【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

てだのふあ祭で披露されたウッドデッキ

　

湖
北
の
製
造
業
を
紹
介
す
る
展

示
会
「
長
浜
も
の
づ
く
り　

Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｈ　

２
０
２
３
」
が
11
月
24
、

25
両
日
、
長
浜
市
高
田
町
の
さ
ざ

な
み
タ
ウ
ン
で
開
か
れ
た
。
技
術

力
ア
ピ
ー
ル
や
製
品
・
商
品
の
Ｐ

Ｒ
、
企
業
間
の
交
流
な
ど
を
目
的

に
長
浜
商
工
会
議
所
が
昨
年
企
画

し
、
２
回
目
。
中
高
生
や
就
職
を

控
え
る
学
生
に
向
け
た
地
元
企
業

の
魅
力
発
信
も
狙
う
。

　

長
浜
、
米
原
両
市
を
中
心
と
す

る
企
業
26
社
が
出
展
し
、
各
ブ
ー

ス
で
自
慢
の
技
術
を
披
露
し
た
。

出
展
企
業
の
一
つ
、
富
士
フ
イ
ル

ム
Ｂ
Ｉ
福
井
の
長
浜
営
業
所
は
伝

統
文
書
の
複
製
技
術
を
紹
介
。
原

本
に
忠
実
に
複
製
し
た
解
体
新
書

や
昔
の
地
図
な
ど
約
30
点
を
展
示
。

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
て
だ
の
ふ

あ
」
（
彦
根
市
京
町
１
、
山
下
吉

り
込
み
、
目
的
の
フ
ロ
ア
ま
で
移

動
す
る
。
愛
ら
し
い
目
玉
を
光
ら

せ
な
が
ら
ビ
ル
間
を
走
っ
て
目
的

地
に
到
着
。
そ
の
職
場
で
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
か
ざ
せ
ば
車
体
の
扉
が
開

く
、
と
い
っ
た
流
れ
だ
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
豊
岡
市
の
工
場

で
は
８
月
か
ら
部
品
運
搬
を
始
め

て
い
る
。
棚
の
形
を
し
た
自
走
ロ

ボ
ッ
ト
が
完
成
部
品
を
載
せ
て
出

発
。
や
は
り
自
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
移
動
し
、
次
の
工
程
へ
と
向
か

う
。
床
面
に
貼
り
付
け
た
指
示
コ

ー
ド
に
沿
っ
て
、
工
場
内
を
走
る

仕
組
み
だ
と
い
う
。
様
子
は
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
（https://w

w
w
.yo

utube.com
/w

atch?v=PnE
foZEW

4Vo

）
で
も
見
ら
れ
る
。

　
　

【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

年
度
最
終
展
示
で
２
０
２
４
年
２

月
１
〜
29
日
。
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
。
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合

そ
の
翌
日
）
。
入
場
無
料
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

像
が
伝
わ
る
背
景
に
天
台
密
教
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
と

い
う
。

　

像
は
木
造
で
、
他
に
例
の
な
い

「
千
本
の
足
」
を
持
つ
こ
と
が
特

徴
。
上
半
身
は
裸
形
で
腰
布
を
着

用
し
、
両
脚
は

膝
頭
が
出
て
い

る
。
頭
上
に
は

10
の
小
面
が
並

び
、
中
央
に
仏

面
が
一
段
高
く

載
っ
て
い
る
。

　

第
４
期
は
今

和
代
表
）
に
彦
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
渡
辺
僖
子
会
長
）
が
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
を
寄
贈
し
た
。
ス
ク
ー

ル
に
隣
接
す
る
３
０
０
平
方
㍍
ほ

ど
の
「
て
だ
農
園
」
に
、
食
事
や

休
憩
が
で
き
る
場
所
と
し
て
作
ら

れ
た
。

　

て
だ
の
ふ
あ
は
沖
縄
の
言
葉
で

「
太
陽
の
子
」
を
意
味
す
る
。
Ｊ

Ｒ
彦
根
駅
近
く
の
古
民
家
を
活
用

し
て
月
、
火
、
木
、
金
曜
に
開
校
。

市
内
外
か
ら
高
校
生
ま
で
の
30
人

以
上
が
通
い
、
再
登
校
や
進
学
な

ど
を
目
指
し
て
い
る
。

　

大
手
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー

の
フ
ジ
テ
ッ
ク
（
本
社
・
彦
根
市
）

は
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
社
内
の
自

動
配
送
を
始
め
た
。
業
務
省
人
化

と
ロ
ボ
ッ
ト
連
携
技
術
の
追
求
を

目
的
に
し
て
い
る
。

　

本
社
オ
フ
ィ
ス
で
は
９
月
か
ら
、

赤
い
車
体
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
書
類
集

配
を
担
っ
て
い
る
。
ま
ず
書
類
を

収
納
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
発
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
自
動
で
呼
ん
で
乗

東京長浜観音堂に出陳される
千手千足観音立像＝長浜市提供

入場者でにぎわう「長浜もの
づくりＴＥＣＨ　２０２３」

フ ジ テ ッ ク 本 社 の 配 送
ロ ボ ッ ト ＝ 同社ＨＰより

https://www.youtube.com/watch?v=PnEfoZEW4Vo

